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東法連 全法連
１月

２月
第３回税制税務委員会 ２月1７日（月） 全法連：税制セミナー ２月5日（水）

３月
税制講演会 3月5日（水）

４月
第1回税制常任委員会

５月
第２回税制常任委員会

６月
第１回税制税務委員会 令和7年6月6日（金）

第３、4回税制常任委員

７月
第５回税制常任委員会

８月
提言起草検討会

９月 第２回税制税務委員会
第１回税制税務委員会連絡協議会 （同日開催予定）

１０月
（法人会全国大会）

提言趣旨説明

１１月

１２月

（1）

法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

令
和
６
年
度

第
３
回
税
制
税

務
委
員
会
（
青

栁
晴
久
委
員

長
・
四
谷
法
人

会
会
長
）
が
、
２
月
17
日
全
法
連
会
館
で

開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
、

令
和
８
年
度
の
税
制
改
正
要
望
の
取
り
ま

と
め
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画
で
は
「
納
税
意

識
の
向
上
と
税
知
識
の
普
及
に
資
す
る
た

め
の
施
策
の
推
進
」
と
「
税
制
に
対
す
る

調
査
研
究
と
提
言
活
動
の
推
進
」
を
掲
げ

て
お
り
、
前
者
で
は
「
引
き
続
き
電
子
申

告
制
度
の
周
知
に
関
し
注
力
し
て
い
く
と

と
も
に
、
電
子
帳
簿
保
存
法
対
応
や
電
子

取
引
等
に
資
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を

図
り
、
広
く
提
供
す
る
こ
と
で
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
し
、
税
務
を
起
点
と

し
た
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
努
め
て
い

く
。」
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
活
動
計
画
で
は
「
令
和
８
年

度
税
制
改
正
要
望
の
と
り
ま
と
め
」、「
税

制
改
正
等
へ
の
対
応
」、「
税
関
連
の
研

修
」、「
租
税
教
育
」
等
に
つ
い
て
例
年
ど

お
り
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ

た
。令

和
８
年
度
税
制
改
正
要
望
の
と
り
ま

と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
東
法
連
事
務
局
が

作
成
し
た
「
た
た
き
台
」
を
活
用
し
て
各

単
位
会
に
お
い
て
議
論
し
、
単
位
会
要
望

を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画
等
を
審
議

≲令和8年度税制改正要望とりまとめスケジュール≳

～
東
法
連
令
和
８
年
度

税
制
改
正
要
望「
た
た
き
台
」を
作
成
～

税
制
税
務
委
員
会

あいさつする
青栁委員長

令和8年度税制改正要望たたき台

令和8年度税制改正大綱

※各委員に意見を求めた後
東法連要望取りまとめ

単位会要望取りまとめ 全法連税制アンケート

全法連  要望取りまとめ提言策定

第1回税制委員会（提言骨子の確認）

第２回税制委員会（税制改正提言の確認）

理事会（税制改正提言を決議）

第３回税制委員会

提言活動



2025年（令和7年）3月号 （2）

法人会 青年部会は「財政健全化のための健康経営プロジェクト」に取り組んでいます

令
和
６
年
度

第
２
回
広
報
委

員
会
（
清
水
宏

益
委
員
長
・
武

蔵
野
法
人
会
会

長
）
が
、
２
月
５
日
全
法
連
会
館
で
開

催
さ
れ
、
単
位
会
の
広
報
活
動
に
関
す

る
表
彰
の
選
考
、
令
和
７
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
審
議
を
行
な
っ
た
。
事
業

計
画
で
は
、「
法

人
会
の
知
名
度
の

向
上
、
会
員
へ
の

会
活
動
の
周
知
、

会
員
増
強
の
た
め

の
広
報
活
動
の
充
実
」
と
と
も
に
、「
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ
ム
の

周
知
と
活
用
」
と
し
て
い
る
。
具
体
的

な
事
業
と
し
て
は
、「
税
を
考
え
る
週

間
」
や
「
確
定
申
告
期
」
の
電
車
内
広

告
、
ｅ

─

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
充
実
、
地
域
限
定

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
す
る
。

単
位
会
の
広
報
活
動
表
彰

芝
、板
橋
、青
梅
法
人
会
の
３
会
を
選
出

単
位
会
の
広
報
活
動
に
関
す
る
表
彰

は
、
今
年
度
は
８
会
か
ら
応
募
が
あ
り
、

広
報
委
員
長
、
委
員
が
選
考
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
芝
、
板
橋
、
青
梅
法
人
会

の
３
会
を
選
出
し
た
。
各
会
の
活
動
内

容
は
別
掲
参
照
。
い
ず
れ
も
工
夫
を
凝

ら
し
た
、
他
会
の
参
考
と
な
る
活
動
で

あ
っ
た
。
な
お
、
３
月
11
日
に
開
催
さ

れ
る
広
報
委
員
会
連
絡
協
議
会
で
は
、

表
彰
式
と
と
も
に
、
表
彰
会
に
よ
る
事

例
発
表
を
行
う
と
し
て
い
る
。

東
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
は
２

月
４
日
、
青
年
部
会
全
体
連
絡
会
議
を

新
宿
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

東
京
で
開
催
し
た
。　

全
体
連
絡
会

議
で
は
、
冒
頭
、

大
貫
高
輝
青
連

協
会
長
（
立
川

法
人
会
理
事
）、

佐
藤
一
也
青
年

部
会
担
当
副
会

長
（
上
野
法
人

会
会
長
）
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

第
一
部
の
青
年
部

会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

平
良
修
一
全
青
連
会

長
（
那
覇
法
人
会
顧

問
）
の
挨
拶
の
あ
と
、

「
会
員
増
強
」
を
テ

ー
マ
に
、
杉
本
匡
規

全
青
連
副
会
長
（
網

走
地
方
法
人
会
顧

問
）
の
講
演
、
冨

澤
謙
二
青
連
協
副

会
長
（
北
沢
法
人

会
）
の
取
組
事
例

共
有
が
あ
っ
た
。

第
二
部
で
は
、

社
会
学
者
の
古

市
憲
寿
氏
を
講

師
に
、「
日
本

の
未
来　

待
ち

受
け
る
本
当
の
変
化
」
と
題
し
講
演
が

あ
っ
た
。

確
定
申
告
期
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
動
画
広
告
で
Ｐ
Ｒ

東
法
連
青
連
協
で
は
、
確
定
申
告

期
の
広
報
活
動
と
し
て
、「Y

ahoo! 
Japan

」
と
「Facebook

」
に
動
画
広

告
を
掲
載
し
、
ｅ

─

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確

定
申
告
と
法
人
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

法人会 青年部会は「財政健全化のための健康経営プロジェクト」に取り組んでいます

単
位
会
の
広
報
活
動
に
関
す
る
表
彰
を
選
考

令
和
７
年
度
事
業
計
画
等
を
審
議

広
報
委
員
会

青
年
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は

「
会
員
増
強
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

全
体
連
絡
会
議
を
開
催

東
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会

表彰会を選考する広報委員会 あいさつする
清水委員長

講演する
古市憲寿氏

あいさつする
佐藤青年部会担当副会長

あいさつする
大貫青連協会長

PR動画広告

令和６年度単位会の広報活動に関する表彰 受賞会 （法人会順）

　芝　 法人会 児童・生徒の税についての優秀作品集制作
板　橋 法人会 青年部会PR紙（チラシ）の発行

青　梅 法人会 オープンフェスティバル／
西多摩まるごといただきますにおける広報活動



2025年（令和7年）3月号（3）

法人会 女性部会は「食品ロス」削減に取り組んでいます法人会 女性部会は「食品ロス」削減に取り組んでいます

東
法
連
は
２

月
18
日
、
渋
谷

エ
ク
セ
ル
ホ
テ

ル
東
急
で
令
和

６
年
度
第
２
回

局
調
査
部
所
管
法
人
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
麻
布
法
人
会
と
第
３
、
第
４
ブ

ロ
ッ
ク
の
単
位
会

計
19
会
と
の
共
催

と
し
、
対
象
法
人

は
19
会
の
管
轄
地

域
内
に
所
在
す
る
東
京
国
税
局
調
査
部

所
管
法
人
（
原
則
と
し
て
資
本
金
額
が

1
億
円
以
上
の
法
人
）。
当
日
は
83
名

が
参
加
し
た
。

第
一
部
で
は
、
東
京
国
税
局
調
査
第

三
部
長
の
阿
部
俊
夫
氏
が
「
国
税
局
の

仕
事
～
大
法
人
調
査
等
を
中
心
と
し
て

～
」
と
題
し
て
職
場
の
紹
介
を
行
い
、

次
に
「
大
規
模
法
人
に
対
す
る
税
務
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
維
持
・
向
上
策
と

租
税
回
避
へ
の
対
応
」
と
題
し
、
税
務

に
関
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
充
実
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

第
二
部
で
は
、
同
調
査
第
一
部
調
査

開
発
課
情
報
技
術
専
門
官
の
馬
場
毅
氏

が
「
電
子
帳
簿
保
存
法
の
実
務
に
つ

い
て
」、
同
総
務
部
企
画
課
主
任
税
務

分
析
専
門

官
の
小
野

寺
郁
夫
氏

が
「
税
務

行
政
の
Ｄ

Ｘ
」
と
題

し
解
説
し
、

参
加
者
は

熱
心
に
聴

き
入
っ
て

い
た
。

公
益
財
団
法

人
東
法
連
特
定

退
職
金
共
済
会

（
小
林
栄
三
理

事
長
）
は
２
月

27
日
、
明
治
記
念
館
で
「
令
和
６
年
度

加
入
推
進
優
績
者
表
彰
式
」
を
開
催
し
、

制
度
委
託
会
社
の
大
同
生
命
保
険
の
優

績
推
進
員
と
代
理
店
あ
わ
せ
て
54
名
に

対
し
感
謝
状
と
副
賞
を
贈
呈
し
た
。

当
日
は
、
受
賞
者
は
じ
め
、
同
社
の

執
行
役
員
業
務
本
部
長
・
支
社
長
等
幹

部
、
掛
金
収
納
委

託
会
社
の
日
本
シ

ス
テ
ム
収
納
の
幹

部
、
全
法
連
の
専

務
理
事
、
東
法
連
各
法
人
会
の
会
長
・

役
員
・
専
務
理
事
・
事
務
局
長
、
共
済

会
の
理
事
・
監
事
・
評
議
員
ら
約
１
５

０
名
が
出
席
し
た
。

表
彰
式
で
は
冒
頭
、
小
林
理
事
長

が
「
当
共
済
会
は
昭
和
52
年
10
月
の
設

立
以
来
、
従
業
員
の
福
祉
の
増
進
と
中

小
企
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
人
出
不

足
感
が
高
ま
る
中
、
退
職
金
制
度
は
人

材
の
確
保
や
定
着
化
の
う
え
で
も
重
要

で
あ
る
。
推
進
員
・
代
理
店
の
皆
様
に

は
、各
法
人
会
の
役
員
・
事
務
局
の
方
々

と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
て
い
た
だ
き
、

加
入
推
進
活
動
を
引
き
続
き
積
極
的
に

展
開
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
」
と
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
壇

上
に
並
ん
だ
受

賞
者
を
司
会
者

が
順
次
紹
介
。

渋
谷
支
社
の
天

野
啓
子
さ
ん
（
渋
谷
法
人
会
担
当
）
が

代
表
し
て
小
林
理
事
長
か
ら
感
謝
状
と

副
賞
を
受
け
取
り
、
挨
拶
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
大
同
生
命

保
険
の
岩
谷
崇
志
執
行
役
員
業
務
本
部

長
が
挨
拶
し
た
。

表
彰
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
パ
ー

テ
ィ
ー
は
髙
橋
利
充
副
理
事
長
の
乾
杯

の
発
声
で
開
会
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

も
と
懇
談
が
行
わ
れ
、
青
栁
晴
久
評
議

員
の
中
締
め
の
音
頭
で
散
会
と
な
っ
た
。

な
お
、

表
彰
式
に

先
立
ち
、

理
事
会
が

開
催
さ
れ
、

令
和
７
年

度
の
事
業

計
画
や
収

支
予
算
が

承
認
さ
れ

た
。

大
規
模
法
人
を
対
象
と
し
た

局
調
査
部
所
管
法
人
セ
ミ
ナ
ー

令
和
６
年
度
加
入
推
進
優
績
者
表
彰
式

推
進
員･

代
理
店
に
感
謝
状
を
贈
呈

第
３
、第
４
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
単
位
会
19
会
と
の
共
催

東
法
連
特
定
退
職
金
共
済
会

講演する
阿部部長

あいさつする
小林理事長

あいさつする
岩谷業務本部長

熱心に講演を聴く受講者表彰を受ける優績推進員と代理店



2025年（令和7年）3月号 （4）

法人会は「税に関する絵はがきコンクール」など様々な租税教育活動に取り組んでいます

四
谷
法
人
会

（
青
栁
晴
久
会
長
）

で
は
、
２
月
21
日

（
金
）
に
特
別
講

演
会
「
多
発
す
る

異
常
気
象
と
天
気
予
報
の
活
用
」
を
新
宿

歴
史
博
物
館
で
開
催
し
た
。
講
師
に
は
、

日
本
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
す
る
気
象
予
報

士
の
岩
谷
忠
幸
氏
が
招
か
れ
た
。同
氏
は
、

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
防
災
士
・
流

域
治
水
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
も
活
動
さ

れ
て
い
る
。

講
演
で
は
、
今
年
の
大
雪
の
ニ
ュ
ー
ス

に
絡
め
て
「
こ
の
冬
は
大
雪
な
の
か
？
」

「
天
気
予
報
で
、“
関
東
で
雪
”
と
い
っ
た

ら
、
ど
こ
で
降
る
？
」
と
い
っ
た
話
題
か

ら
、
近
年
の
異
常
気
象
や
自
然
災
害
の
特

徴
と
天
気
予
報
と
の
関
わ
り
、
公
表
さ
れ

る
情
報
を
活
用
し
て
災
害
に
ど
う
備
え
る

か
、
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
解
説
さ
れ
た
。

身
近
に
あ
り
な
が
ら
奥
深
い
、
そ
し
て

時
に
生
命
や
財
産
に
も
影
響
す
る
気
象
の

話
題
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
同
氏
の

講
演
に
、
聴
衆
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。

法
人
会
福
利
厚
生
制
度
の
ひ
と
つ
で

あ
る
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー

ド
」
に
新
た
に
「
地
震
休
業
サ
ポ
ー
ト 

地じ
き
ゅ
う
り
ょ
く

休
力
※
１
」
が
加
わ
っ
た
。

昨
年
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
か
つ
震
度
５
弱
以
上
の
地

震
が
28
回
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

企
業
は
「
地
震
と
隣
り
合
わ
せ
」
の
状

況
に
あ
る
と
言
え
る
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
首
都
直
下
地
震
が
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
現
状
だ
。

地
震
や
水
災
な
ど
、
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
し
た
際
、
経
営
者
の
頭
に

よ
ぎ
る
の
が
「
会
社
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
？
」
と
い
う
不
安
だ
ろ
う
。

事
業
の
継
続
や
従
業
員
の
雇
用
維
持
が

可
能
か
ど
う
か
、
多
く
の
経
営
者
が
懸

念
す
る
な
か
、
事
業
の
早
期
復
旧
を
目

指
す
支
え
に
な
る
の
が
、
こ
の
地

じ
き
ゅ
う
り
ょ
く

休
力

の
補
償
だ
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
万
が
一

の
と
き
に
従
業
員
の
給
料
や
支
払
家
賃

な
ど
、
事
業
継
続
に
必
要
な
資
金
を
準

備
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
補
償
の
最

大
の
特
長
は
、
地

震
休
業
を
含
む
休

業
時
の
補
償
を
単

独
で
契
約
で
き
る
点
だ
。
既
に
他
社

の
火
災
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
て
も
、

「
地じ

き
ゅ
う休

力り
ょ
く」

で
は
こ
の
休
業
時
の
特
約

の
み
で
単
独
契
約
が
可
能
と
な
っ
た

※
２
。ま

た
、「
地じ

き
ゅ
う
り
ょ
く

休
力
」
と
い
う
補
償
制

度
名
は
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
が
会
員
企
業
の

皆
さ
ま
か
ら
の
公
募
で
決
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
会
員
企
業
の
事
業
継
続
を

支
援
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
の
再
建
、
復
旧
、
継
続
に

向
け
た
資
金
調
達
手
段
と
し
て

「
地じ

き
ゅ
う
り
ょ
く

休
力
」
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
様
な
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

※
１	

企
業
財
産
保
険
（
ニ
ュ
ー
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー

ガ
ー
ド
） （
事
業
継
続
サ
ポ
ー
ト
補
償
特
約

Ｎ+

地
震
・
噴
火
危
険
補
償
特
約
（
事
業

継
続
サ
ポ
ー
ト
補
償
特
約
）
Ｎ+

水
災
危

険
補
償
特
約
Ｎ
）

※
２	

契
約
の
引
き
受
け
に
際
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
Ｇ

損
保
所
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

B-250013

特
別
講
演
会
開
催

四
谷
法
人
会

単
位

ニ
ュ
ー
ス

会

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
新
商
品

大
規
模
災
害
時
の
資
金
調
達
手
段

「「
地
震
休
業
サ
ポ
ー
ト

地
震
休
業
サ
ポ
ー
ト
地地じ

き
ゅ
う
り
ょ
く

じ
き
ゅ
う
り
ょ
く

休
力
休
力
」」

わかりやすく解説する
岩谷先生

「地休力」のチラシ


